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機械器具 51 医療用嘴管及び体液誘導管 

管理医療機器 血液回路補助用延長チューブ 12170022 

補助回路 
（圧モニター用プロテクター） 

再使用禁止 

 

 

【警告】 

*・ヘパリンナトリウムなどの血液凝固阻止剤を希釈若しくは溶解し 

  て持続投与を行う場合には、ルアーロックタイプの注射筒や注入 

ラインを使用し、血液回路と接続すること。［注射筒等との接続が 

外れ、血液漏れや空気混入の危険性があるため。］ 

*・動脈側回路及び静脈側回路上に輸液等の接続投与を行う場合には 

  ルアーロックタイプの輸液セット等を使用し、接続すること。 

 ［輸液セット等の接続が外れ、血液漏れや空気混入の危険性がある 

  ため。］ 

 

 

 

【禁忌・禁止】 

 ●再使用禁止 

 ●本品を透析装置等の連結部に取り付ける際には、無菌的に行うこ

と。 

 

 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

 ＜本品の代表図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●本品のチューブ部分はポリ塩化ビニル（可塑剤：フタル酸ジ-2-

エチルヘキシル）を使用している。 

  ●品種により構成部品が異なる場合がある。 

 

 

 

【使用目的又は効果】 

  本品は滅菌済みであるので、そのまま直ちに使用できる。 

 

 

 

【使用方法等】 

  ●本品の使用に際しては、医師の指示に従って使用すること。 

  ●本品を滅菌袋より無菌的に取り出し、透析装置及び透析回路等の

特定部分に漏れ・外れ等が無いようにしっかり取り付ける。 

  ●透析装置及び透析回路等の関連機器の使用に際しては、それぞれ

の添付文書に従い使用すること。 

 

 

 

［使用方法等に関連する使用上の注意］ 

  ①本品は逆流した血液がハウジング全面に充満した場合、作用しな

くなるので注意すること。 

  ②本品を清浄するためには、次の手順に従って行うこと。 

   ②-1．本品に漏れが無いことを確認する。 

   ②-2．血液モニタリングラインをクランプで止める。 

   ②-3．本品を血液透析器から外し、注射筒等を接続して空気に 

          より加圧する。 

   ②-4．空気により加圧している間は、血液モニタリングラインを

開けておく。 

   ②-5．本品が清浄された後、モニタリングラインを閉じて再び透

析装置等に取り付け、血液モニタリングを開ける。 

  ③本品は 45℃以上の温度では使用しないこと。 

  ④本品は気体濾過用のフィルターであり、液体（水または有機媒体）

はろ過できない。 

 

 

 

【使用上の注意】 

［重要な基本的注意］ 

  ●包装を開封したらすぐに使用し、使用後は感染防止に留意して、

適切に処分すること。 

  ●フィルターが破損するおそれがあるので、化学薬品等は使用しな

いこと。 

  ●使用中は異常が無いことを常時監視すること。 

  ●本品の使用中、血液や透析液の侵入が生じた場合には、直ちに医

師の指示に従って処置をすること。 

 *●脂溶性の医薬品等では品種により、可塑剤であるフタル酸ジ-2-

エチルヘキシルが溶出するおそれがあるので注意すること。 

 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 

 ［保管方法］ 

   水濡れに注意し、高温、多湿、直射日光を避けて保管すること。 

 ［使用期限］ 

   包装（ラベル）に使用期限を表示している。［自己認証による］ 

 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

［製造販売元］ 

 フォルテグロウメディカル株式会社 

 TEL：0283-22-2801 

 

 

 

 

 


